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和泉キャンパス新図書館建設の決定まで
菊池　亮一・＊
　本稿において、2012年5月1日に開館した和泉新図書館の建設決定に至
る経緯を概観する。明治大学の意思決定プロセスや検討体制に関すること
が記録の大部分を占めることになり、これから新しい施設を検討しようと
する方々の参考になるものではないが、明治大学図書館の長い歴史の一部
として、ここに記録したい。
　和泉新図書館建築に向けて図書館が具体的な活動を始めたのは、2002年
5月のことであった。それから2012年の開館まで実に10年の歳月が必要
であったが、この間建設実現にむけて、図書館の活動はおおまかに4つの
時期に分けるとわかりやすいのではないかと思われる。そして本稿は、検
討の始まりから建設決定に至る第3期までの動きを記録するものである。
　第1期：和泉新図書館建設検討のスタート（2002年）
　第2期：新図書館建設の働きかけと検討の継続（2003年～2006年）
　第3期：和泉キャンパス新図書館建設の決定（2007年～2008年）
　第4期：設計者の決定から開館まで（2009年～2012年）
＊きくち・りょういち／明治大学　学術・社会連携部　図書館総務事務長
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第1期：和泉新図書館建設検討のスタート（2002年）
　2001年3月の駿河台新中央図書館の開館以来、「次は和泉図書館」とい
うことが図書館職員すべての共通認識であったように思われる。その意識
が具体的な形として現れるきっかけとなったのが、2002年5月1日に和泉
新教育棟建設促進委員会が和泉委員会1の下に設置されたことであった。当
時、和泉キャンパスでは2004年の情報コミュニケーション学部開設を控え、
教室数等教育環境の整備・準備が急務となっており、そのために設置され
たのがこの委員会であった。当時の和泉図書課間中敏訓課長から武内宏図
書館事務部長に宛てて、和泉新教育棟建設と連携して和泉新図書館建設の
実現を大学に要請してはどうか、との提案が行われたのが5月22日のこと
であった。
　この提案に基づき、大学への働きかけとして、山田雄一学長に宛てて野
上修市館長より要望書「新和泉図書館の建設について」を6月3日に提出
している。また7月には、「2003年度教育・研究に関する長期・中期計画書」2
掲載の図書館の計画として、新和泉図書館の必要性を打ち出した原稿を学
長に提出している。この中では、中央図書館の建設により生じた和泉と中
央の格差の解消と新しい時代環境に適応した新和泉図書館の必要性が主張
されている。
　大学への働きかけと並行して図書館内に、間中敏訓和泉図書課長（座長）、
大野友和図書庶務課長ら図書館職員6名からなる新和泉図書館建設ワーキ
ンググループ（以下、WG）を設置、急遽新図書館の仕様の検討を開始し、
10月3日付で、報告書「新和泉図書館の建設について」を図書館事務部長
に提出した。この報告書における新図書館の規模は、総面積7，660平方メー
トル、席数1，100席、収容蔵書数60万冊であった。この時点ではまだ全面
開架という考え方はなく、30万冊を収める保存書庫が計画に含まれている。
また、既に2000年度から学部間共通総合講座「図書館活用法」の授業を実
　1和泉委員会は明治大学和泉キャンパスの教育・研究・運営全般について審議・調整を行い、
必要と判断したことを関係機関に建議することを目的として設置された会議体。
　2「教育・研究に関する長期・中期計画書」は、年度毎に学長方針および各学部・機関等の
計画を学長がとりまとめ、公刊する計画書。毎年7月頃に次年度の計画案を各学部・機関が作成、
学長に提出する。明治大学の教育・研究に関わるその時々の方針と課題がが集約されている。
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施していることから考えると当然のことではあるが、基本コンセプトに早
くも図書館リテラシー教育の充実への言及が見られる。さらに注目すべき
点として、検討が進む新教育棟との合棟でもかまわない旨の提案がなされ
ていることがある。この時点で、図書館が強く早期の新図書館建設を求め
ていたことがうかがえる提案である。
　以上のような経緯で始まった新和泉図書館建設の推進活動であったが、
新教育棟建設と連動した図書館建設という図書館の希望は受け入れられる
ことはなかった。なお、和泉新教育棟（現メディア棟）は2003年11月に
着工、2005年1月に竣工した。
第2期：新図書館建設の働きかけと検討の継続
　　　　　（2003年～2006年）
　このように2002年の各方面への新和泉図書館建設の働きかけは実ること
はなかったが、膨大な経費を必要とする施設建設がそう簡単に実現すると
は図書館でも考えておらず、新図書館建設への図書館の意欲が削がれるこ
とはなかった。翌年（2003年）6月の図書館スタッフ研修会3ではメインテー
マを「新和泉図書館建設に向けて：経過と今後の活動」として、新和泉図
書館建設WGの再発足、推進活動の再スタートを期している。また、7月
には前年と同じく図書館長から学長に宛てて、WGの検討結果である7，660
平方メートルという具体的な必要面積を盛込んだ要望書「新和泉図書館の
建設について」を提出した。
　和泉キャンパスでは、新教育棟建設を期にキャンパスのトータルな整備
計画の必要性が認識され、10月に和泉委員会の下に和泉キャンパス・グラ
ンドデザイン委員会が設置された。前年の図書館の働きかけの効果もあり、
委員会の審議事項（委員会設置細則）の一つとして「図書館建設計画の策
定に関すること」が明示されている。
　再発足した新和泉図書館建設WGは7月から検討を重ね、翌2004年3
月に2回目の新図書館計画書にあたる報告書「新和泉図書館建設促進につ
　3図書館スタッフ研修会は、図書館長、副館長、図書館事務管理職、各事務室補佐職等をメ
ンバーとして、その時々の図書館の課題をまる一日をかけて集中的に検討する会議。年に一
度開催。
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いて提言」を熊野正也図書館事務部長に提出した。この報告書では、総面
積8，545平方メートル、席数1，200席、収容蔵書数80万冊と、前回報告書
より大規模な提案となっている。基本コンセプトを「図書とデジタル資料
が共存・融合した、知を醸成する、ゆとりある図書館」とし、学習図書館
と研究図書館機能の両立、図書館リテラシー教育機能の充実、電子図書館
機能等があげられている。また現在の視点からは当否が分かれるところで
あろうが、ここでは30万冊の保存書庫機能が新たにあげられている。キャ
ンパスの「シンボル」となる外観、機能を備えることを初めて求めたこと
も注目される。
　2004年4月、納屋廣美新学長が就任し、就任所感として「和泉キャンパ
スにおけるグランドデザインの策定とその具体化」を掲げた。また和泉キャ
ンパスにおける新体育更衣棟建設計画の進展とも相侯って、図書館の大学
への働きかけが再度活発に行われることになった。5月11日に学長に宛て
て、翌日には山泉進和泉委員会委員長に宛てて、それぞれ新和泉図書館建
設の要望書を提出した。6月には和泉委員会委員長、図書館長（代理副館長）、
和泉校舎事務部長、図書館事務部長らによる、建設推進に関する打合せも
行われた。そして、このような一連の動きを経て、6月に和泉委員会のもと
に新和泉図書館建設検討委員会が、7月には図書委員会のもとに新和泉図書
館建設促進委員会がそれぞれ設置されることになった。和泉委員会のもと
にこのような委員会が設置されることは、和泉キャンパスとして新図書館
の必要性を認めたことを示すものであり、その意味で図書館としては歓迎
すべきことであった。しかし、図書館が図書委員会のもとに同様の委員会
を設置し、新図書館に関わる検討体制の二重化が大きく危惧される出来事
でもあった。
　2005年に入り原道生新図書館長が、就任早々の4月、学長スタッフ4研修
会に出席し、これまでの経緯を報告した。さらに新図書館計画について図
書館から大学への働きかけを継続する中で、検討・推進体制の二重化の問
題が学長、和泉キャンパス、図書館のそれぞれの側から強く意識されるこ
とになった。このため、新和泉図書館建設検討委員会と新和泉図書館建設
4学長スタッフとは、副学長、学長室専門員等からなる、学長補佐体制を指す。
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促進委員会両者が調整を行った結果、検討内容の一本化を図るために新和
泉図書館建設連絡協議会が設置された。協議会は、委員長に図書館長、副
委員長に和泉委員長が就任し、図書館から選出する委員と和泉委員会から
選出する委員により構成されていた。今から振り返ると、非常に複雑、非
効率な検討体制ではあったが、ようやく和泉キャンパスと図書館が共通認
識を持ち協力体制が確立した時期であるとみなすこともできよう。この年
初めて、新和泉図書館等施設建設準備経費が、図書館単独ではなく、和泉
委員会、和泉キャンパス関連部署共同で次年度予算に初めて要求されてい
る。なお2005年度後半には、和泉図書課内において、当時の松丸憲一課長
を中心に新図書館の運用、設備、移転計画にまで踏み込んだ具体的な検討
が開始されていた。
　連絡協議会は、2004年3月に提出した「新和泉図書館建設促進について
提言」に改訂を加え、「新和泉図書館建設に関する要望」を2005年10月に
学長宛に提出した。3回目の新図書館計画書である。前回の「提言」と比較
して、面積、席数に変化はなかったが、ここで図書館リテラシー機能充実
の具体化策として図書館リテラシー演習室の設備が加わったことが注目さ
れる。また「和泉キャンパスの新しいシンボル：多様な知的コミュニケーショ
ンのあり方に対応できる『知の拠点』」を基本コンセプトとして掲げている。
そして連絡協議会は、この計画書の具体化のため図書館内にWGの設置を
2006年2月に決定した。
　この3回目のWGは、広沢絵里子副館長を座長として飯澤文夫図書館庶
務課長ら図書館職員7名で構成されていた。4月26日の学部長会において、
WGの検討の途上ではあったが、図書館長が新和泉図書館計画の説明を行
うとともに、学部長に対して計画に対する各学部の意見集約を依頼した。
またこの説明の中で「人と人・人と情報の架け橋（LIAISON）」という基本
コンセプトが初めて公にされた。このコンセプトは、和泉新図書館の完成
まで変わることなく継承されることになる。そして翌5月に、商学部、政
治経済学部、文学部からコメント・要望が学部長を通じて寄せられる。WG
は、2006年3月から7回の会合を経て、5月に報告書を原道生図書館長に
提出した。この年、図書館は文部科学省の「特色ある大学教育支援プログ
ラム（特色GP）」に「知のアーカイブ：教育・研究支援機能としての図書館」
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を申請し、図書館の教育支援機能の充実を図っていた時期でもあり、新図
書館計画書は、図書館利用者教育・学習支援機能により重点が置かれたも
のとなっている。
　2006年度のこのような動きを経て、2007年1月の次年度予算内示の段階
で、森宮康教務担当常勤理事（図書館担当）の了承のもと、新図書館建設
資金確保のため向こう4年間にわたる2号基本金積立実施のための次年度
予算復活要求を提出した。この要求は、翌2月の理事会において承認され
る。2号基本金とは学校法人会計基準に定められた新たな新規施設等固定資
産にあてるための準備資産（資金）であり、この積立が始まるということは、
4年後に新図書館を建設することを大学が正式に決定したということを意味
するものであった。図書館職員は、大学理事会が決定すればそのまま建築
がすぐ始められるようなイメージでこれまで活動してきた。このためこの
決定は、ようやく大学が新図書館建設に向けて動き出したという安堵感と
ともに、まだ4年も先かという焦燥を感じさせるものでもであった。なお、
2008年度の国際日本学部開設に伴い和泉キャンパスにおける教室の不足・
不備が危惧される状況であった。そのため、2007年度の明治大学の収支予
算書によると、図書館と同時に和泉新教育棟のための2号基本金積立も開
始されている。このことは、大学が和泉キャンパスにおいて図書館と教育
棟のいずれを先に建設するか、この時点ではまだ決定していなかったこと、
建設の時期も含め実はまだ決まっていなかったことを示しているものと思
われる。
第3期：和泉キャンパス新図書館建設の決定
　　　　　（2007年～2008年）
　2007年度は、明治大学が正式に和泉新図書館建設プロジェクトの立ち上
げを決定した年であった。
　最初の目立った動きは、6月に和泉キャンパス・グランドデザイン委員会
に、理工学部建築学科木村儀一教授研究室から、「和泉キャンパス・マスター
プラン」が提出されたことである。このプランは、グランドデザイン委員
会からの要請で作成されたものと推測されるが、キャンパス全体をゾーニ
ングし、図書館、視聴覚施設、国際交流施設、新教育棟、新研究棟等の規模、
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配置を示したものであった。この案は後に新和泉図書館建設連絡協議会に
も提示された。図書館のこれまでの考え方との相違はともかく、議論が図
書館の枠を超えて、大学内に広がり始めていることを感じる出来事であっ
た。
　そして7月に実施された「2008年度教育・研究に関する長期・中期計画書」
に関わるヒアリングにおいて、新図書館の早期着工に向けて和泉委員会と
調整を図ること、という学長からのコメントを受けて、吉田正彦図書館長
から山泉進和泉委員会委員長にあてて、新図書館建設の願い書が提出され
た。この中では、2008年度中の着工、現図書館またはその隣接位置への建
設、そして計画面積（8，545平方メートル）の確保の3点が要請されている。
この要請は和泉委員会の承認により、図書館長、和泉委員長連名の学長宛
11月付の願い書として引継がれることとなった。一方の動きとして、この
頃、既存教室の改修により和泉キャンパス新教育棟建設の緊急性・必要性
が薄れたことが明らかになっていた。このため、上記図書館長・和泉委員
長連名の願い書を受け、学長から、新教育棟に先がけ新図書館の建設を行
うことを要請する文書が、長吉泉理事長に宛てて提出された。これを受け、
2008年1月23日、ついに理事会において和泉新図書館の建設を決定された。
　2008年3月には、和泉キャンパス新図書館建設委員会の設置（2008年4
月1日から）が決定した。明治大学における施設建設は、当該施設の建設
に関わる会議体の設置をもって正式決定となる場合がほとんどであり、そ
の意味で、この会議体の設置が大学における新図書館建設の組織決定であっ
たとみなすべきものである。またプロジェクトの名称が、長らく図書館内
で使われていた「新和泉図書館」ではなく「和泉新図書館建設」となった
のも、この会議体の名称によるものであった。
　和泉キャンパス新図書館建設委員会は、米山勝美学務担当常勤理事を委
員長に、施設計画担当常勤理事、図書館長、図書館副館長、和泉委員会
委員長、和泉各学部教育主任、図書館等関連部署管理職らを委員として、
2008年5月15日に第1回会議を開催し、大学としての新図書館建設の検
討を開始した。その後、委員会の下に基本コンセプト専門部会、図書館専
門部会、施設設備専門部会を置き、特に図書館専門部会を中核として検討
を進めて行くことになる。そして、翌2009年にはプロポーザルによる設計
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業者選定を行い計画を進めて行くが、この第4期にあたる具体的検討の内
容から竣工までの経緯については、別稿「新和泉図書館建設計画の足跡（折
戸晶子）」を参照されたい。
おわりに
　和泉キャンパスに新しい図書館を、という計画の発端が2002年、その計
画を大学として推進するための和泉キャンパス新図書館建設委員会の設置
が2008年4月、そして新図書館の竣工は2012年5月であった。つまり「和
泉キャンパスに新しい図書館を」という図書館の発案が大学の意思になる
まで約6年、形になるまで約10年を要したことになる。今、キャンパス正
門から新しい図書館の個性的な外観を見上げると、この10年間の様々な局
面が思い出される。館内を回ってみれば、グループで、一人で、話合いの
声が絶えないフロア、静寂なフロア、多様な利用形態に応えることができ
る図書館ができたという思いが深い。10年をかけて、すばらしい施設（ハー
ドウェア）が整えられた。このハードウェアの中でより良い図書館活動（ソ
フトウェア）を展開していくことがこれからの図書館の最大の任務である。
　個人的には2002年当時、図書館庶務課員、事務局としてこの計画に関わ
り、その後、図書館外への1年半の異動で活動から外れて後、2007年4月
に和泉図書館に異動した時は、まさに大学の正式決定を取り付けるべく最
終的な活動を行おうとしている時期であった。その後2012年の竣工まで、
業務に費やす時間の大きな部分を、この新図書館建設が占めてきた。私生
活の上での変動もあり、記憶に深く残る10年であった。
　最後に、和泉キャンパス新図書館建設実現のために絶えることなく力を
尽くしてきた図書館職員、学内外の関係者の方々に深く敬意を表したい。
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